
風
景
は
人
間
が
つ
く
る

自
然
は
何
も
言
わ
な
い
。
人
が
自
然
に

接
し
感
動
し
て
、
素
晴
ら
し
い
風
景
だ
と

い
う
。
そ
の
風
景
に
多
く
の
人
が
共
感
す

る
と
、
自
然
の
一
部
が
観
光
対
象
資
源
に

な
り
、
そ
の
風
景
を
見
る
た
め
に
、
人
は

わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

当
初
、
自
然
は
何
に
利
用
さ
れ
る
か
分

か
ら
な
い
資
源
で
あ
っ
て
、
湖
で
あ
れ
ば

私
な
ら
全
て
観
光
資
源
と
考
え
る
が
、
他

の
人
に
は
湖
は
飲
料
水
と
し
て
の
上
水
資

源
、
あ
る
い
は
人
に
よ
っ
て
は
魚
介
類
を

取
る
漁
業
資
源
に
な
っ
た
り
す
る
。
日
本

で
コ
メ
の
増
産
が
必
要
だ
っ
た
時
代
、
日

本
第
二
位
の
大
き
さ
の
湖
だ
っ
た
秋
田
県

八
郎
潟
が
干
拓
さ
れ
て
農
地
に
変へ

ん
ぼ
う貌

し
て

し
ま
っ
た
。
当
時
、
八
郎
潟
は
、
農
業
資

源
が
観
光
資
源
よ
り
も
価
値
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

東
京
電
力
に
と
っ
て
尾
瀬
ヶ
原
は
水
力

発
電
に
絶
好
の
地
で
、
こ
こ
に
ダ
ム
を
つ

く
る
計
画
が
戦
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

し
か
し
、
地
元
の
人
々
や
植
物
学
者
な
ど

こ
の
風
景
を
貴
重
と
す
る
多
く
の
人
た
ち

の
反
対
で
、
計
画
は
実
現
さ
れ
ず
、
近
年

よ
う
や
く
、
そ
の
計
画
は
破
棄
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

風
景
の
見
方

自
然
の
一
部
が
人
間
に
よ
っ
て
切
り
取

ら
れ
、
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い
風
景
と
言

わ
れ
る
に
は
、
湖
と
か
山
の
よ
う
に
、
資

源
の
範
囲
が
明
確
な
も
の
は
、
そ
の
対
象

へ
の
感
動
の
度
合
い
を
評
価
し
や
す
い
が
、

農
村
風
景
と
か
河
川
の
よ
う
に
広
範
囲
の

も
の
は
、
普
通
の
人
に
は
ど
こ
が
優
れ
て

い
る
か
捉
え
に
く
い
。
北
海
道
美び

瑛え
い

町
の

農
村
・
農
業
景
観
（
写
真
１
）
に
今
で
は

多
く
の
人
々
が
魅
入
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
写
真
家
前
田
真
三
の
眼
で
美
瑛
の
風
景

を
切
り
取
っ
て
、
風
景
写
真
と
し
て
世
に

紹
介
し
て
か
ら
注
目
を
浴
び
、
彼
の
価
値

1
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観
に
人
々
が
共
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
観
光
客
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た

美
瑛
は
、
今
で
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
民
宿
が

約
四
十
五
軒
も
集
ま
る
観
光
地
と
な
っ
た

（
筆
者
は
一
九
六
九
年
七
月
、
バ
ス
で
こ
こ

を
通
過
す
る
と
き
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
、
麦

畑
が
丘
の
斜
面
に
み
ご
と
な
ス
ロ
ー
プ
を

描
く
」
と
記
録
し
て
い
る
）。

同
じ
く
高
知
県
四
万
十
川
は
昔
か

ら
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ヌ

ー
イ
ス
ト
の
野
田
知と

も
す
け佑
が
「
日
本
一
の

清
流
の
川
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、

一
九
八
三
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
四
万
十
川
を
取

り
上
げ
、「
日
本
最
後
の
清
流
」
と
放
送

し
て
か
ら
、
観
光
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。

日
本
交
通
公
社
の
『
交
通
公
社
の
新
日
本

ガ
イ
ド
』
を
見
る
と
、
初
版
の
一
九
七
四

年
に
は
、
四
万
十
川
の
文
字
は
ど
こ
に
も

見
当
た
ら
な
い
が
、
一
九
九
〇
年
に
な
る

と
、
横
書
き
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
特
別
に

別
枠
の
縦
書
き
に
し
、
十
二
字
×
二
十
七

行
で
紹
介
し
て
い
る
（
筆
者
は
単
な
る
川

好
き
で
、
一
九
六
二
年
に
土
佐
中
村
か
ら

江
川
崎
ま
で
バ
ス
で
四
万
十
川
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
い
っ
た
）。
専
門
的
な
立
場
か
ら
、

前
田
・
野
田
の
両
者
が
、
風
景
の
見
方
を

一
般
人
に
教
え
た
の
で
あ
る
。

国
木
田
独
歩
や
徳
冨
蘆
花
は
武
蔵
野
に

住
み
、
武
蔵
野
の
自
然
の
時
間
的
季
節
的

変
化
を
観
察
し
た
著
書
が
評
価
さ
れ
た
が
、

彼
ら
と
て
、
ロ
シ
ア
文
学
か
ら
の
影
響
を

受
け
、
何
の
変
哲
も
な
い
よ
う
な
自
然
に

対
し
、
そ
の
見
方
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

普
遍
的
な
評
価
の
難
し
さ

自
然
資
源
、
人
文
資
源
を
問
わ
ず
、

全
て
が
観
光
対
象
と
な
る
が
、
そ
こ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
優
劣
の
度
合
い
が
あ
る
。
観

光
対
象
資
源
の
嗜し

好こ
う

に
は
個
人
差
が
あ

り
、
特
に
人
文
資
源
に
そ
の
差
は
大
き
く

な
る
。

建
造
物
、
庭
園
な
ど
の
人
文
資
源
は
、

人
間
が
精
魂
を
込
め
て
芸
術
作
品
に
仕

上
げ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
を
打

つ
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
優
れ

て
い
る
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
も
、
芸

術
家
の
作
品
を
一
般
の
人
が
理
解
す
る
の

に
は
時
間
が
か
か
る
。
当
然
、
作
品
に
は

巧
拙
が
あ
る
た
め
、
人
に
与
え
る
感
動
の

度
合
い
に
強
弱
が
生
じ
る
。

し
か
も
、
庭
園
に
見
る
よ
う
に
、
フ

ラ
ン
ス
、
中
国
、
日
本
と
国
に
よ
っ
て
そ

の
作
り
方
が
違
う
し
、
そ
の
国
の
人
々
の

嗜
好
が
異
な
る
。
山
岳
に
対
し
て
も
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
日
本
で
も
、
中
国
で
も
、

見
方
が
異
な
っ
て
い
た
し
、
そ
れ
が
時
代

に
よ
り
変
化
し
て
き
て
い
る
。

雪
の
よ
う
に
、
積
雪
地
域
で
は
身
近
な

雪
が
場
合
に
よ
っ
て
は
害
と
見
る
の
に
対

し
、
普
段
雪
に
接
す
る
機
会
が
な
い
九
州

や
沖
縄
の
人
々
、
あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
雪
を
見
る
の
が

憧
れ
の
観
光
資
源
で
あ
る
、
と
い
っ
た
よ

う
に
、
同
じ
雪
を
見
て
も
両
者
の
見
方
は

異
な
る
。

事
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
観
光
資
源
を
評

価
し
、
そ
の
評
価
を
万
人
が
納
得
す
る
の

は
難
し
い
。

観
光
対
象
資
源
の

評
価
の
系
譜

そ
れ
で
は
、
日
本
を
中
心
に
奈
良
時

代
か
ら
現
代
ま
で
、
誰
が
何
を
評
価
し
て
、

そ
れ
を
人
々
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て

い
っ
た
の
か
を
概
観
す
る
。

奈
良
時
代
～
室
町
時
代

奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
は
残

さ
れ
た
文
字
を
読
む
と
い
う
こ
と
か
ら
、

上
流
階
級
の
人
々
の
間
で
憧
れ
の
地
が
知

れ
わ
た
る
わ
け
で
、
国
家
的
事
業
で
あ
っ

た
古
事
記
と
日
本
書
紀
に
登
場
す
る
場

所
、
古
今
集
・
新
古
今
集
に
代
表
さ
れ

る
「
歌
枕
」
の
地
、
小
説
で
は
源
氏
物
語

に
よ
る
明
石
・
須
磨
・
宇
治
な
ど
が
思
い

浮
か
ぶ
、
人
気
の
地
で
あ
っ
た
。　
　
　

万
葉
集
は
古
今
集
よ
り
も
早
く
編
ま

れ
、
古
今
集
の
歌
人
た
ち
に
は
影
響
を
与

え
た
が
、
古
今
集
・
新
古
今
集
の
陰
に
隠

れ
、
そ
の
存
在
が
再
評
価
さ
れ
た
の
は
江

戸
時
代
中
期
で
、
国
民
に
広
く
知
れ
わ
た

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
時
代
に
正

岡
子
規
が
世
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
か
ら
で
あ
る
。

「
歌
枕
」
と
は
、
多
く
の
歌
人
た
ち
に

よ
っ
て
和
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
名な

所ど
こ
ろ

で
、

『
能
因
歌
枕
』
に
よ
れ
ば
、
国
別
の
歌
枕

の
場
所
数
は
、
山
城
に
八
十
六
、
大
和
に

四
十
三
、
そ
れ
に
続
い
て
陸
奥
（
み
ち
の

く
）
に
も
四
十
二
と
ほ
ぼ
大
和
と
同
じ
数

に
な
っ
て
い
る
。

陸
奥
は
京
の
貴
人
た
ち
は
、
実
際
に
は

行
く
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
塩
釜
・
松

島
な
ど
に
憧
れ
を
抱
い
て
、
歌
に
採
り
入

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
歌
枕
で
は
サ
ク

ラ
は
吉
野
、
モ
ミ
ジ
は
龍た

つ

田た

と
い
う
場
所

の
決
め
つ
け
が
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

4
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旅
人
は
寺
社
へ
の
参
詣
が
旅
の
主
目
的

で
あ
っ
た
。
熊
野
詣
で
は
平
安
時
代
前
期

の
九
〇
七
年
に
宇
多
上
皇
に
始
ま
る
と

さ
れ
る
が
、
本
格
化
さ
れ
る
の
は
平
安
時

代
後
期
、
一
〇
九
〇
年
か
ら
十
二
回
の
熊

野
行
幸
を
行
っ
た
白
河
上
皇
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
鳥
羽
上

皇
が
二
十
一
回
、
後
白
河
上
皇
が
三
十
三

回
、
後
鳥
羽
上
皇
が
二
十
八
回
も
熊
野
詣

で
を
行
っ
て
い
る
。

一
二
二
一
年
承
久
の
乱
で
、
後
鳥
羽
上

皇
の
倒
幕
が
失
敗
し
て
か
ら
熊
野
は
武
士

の
参
詣
地
と
な
り
、
室
町
時
代
に
は
庶

民
の
参
詣
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
伊
勢
神
宮
、

金こ

と

ひ

ら

刀
比
羅
宮ぐ

う

、
善
光
寺
へ
の
参
拝
も
、
鎌

倉
時
代
に
は
庶
民
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

鎌
倉
に
武
家
政
権
が
確
立
し
て
か
ら
、

鎌
倉
と
京
を
結
ぶ
東
海
道
の
往
来
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
、
著
さ
れ
た
数
々
の
書

物
の
中
で
、
人
気
の
高
か
っ
た
『
伊
勢
物

語
』
を
踏
襲
し
つ
つ
、
富
士
山
を
見
た
喜

び
を
含
め
て
東
海
道
の
名
所
の
地
が
繰
り

返
し
記
述
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
―
旅
行
の
隆
盛
と
観
光
地

選
定

五
街
道
（
東
海
道
、
日
光
街
道
、
奥

州
街
道
、
中
山
道
、
甲
州
街
道
）
が
整

備
さ
れ
、
参
勤
交
代
制
度
が
実
施
さ
れ
る

と
、
日
本
の
主
要
道
路
の
往
来
が
に
ぎ
や

か
に
な
っ
て
き
た
。

庶
民
の
間
で
も
、
湯
治
や
寺
社
参
詣

の
目
的
で
旅
を
す
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、
旅
に
関
す
る
情
報
も
庶
民
に
届
く

よ
う
に
な
っ
た
。
葛
飾
北
斎
の
「
東
海
道

五
十
三
次
」、
安
藤
広
重
の
「
名
所
江
戸

百
景
」
や
「
東
海
道
五
十
三
次
」
が
、
名

所
の
人
気
を
高
め
る
の
に
寄
与
し
て
い
る
。

今
で
は
紀
行
文
の
代
表
で
あ
る
芭
蕉
の

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
は
、
当
時
、
紀
行
文
の

位
置
づ
け
が
低
く
、
芭
蕉
も
紀
行
文
は

趣
味
の
世
界
で
出
版
す
る
気
は
な
か
っ
た

ほ
ど
で
あ
る
。
俳
諧
の
確
立
を
目
指
し
た

芭
蕉
の
没
後
六
十
年
く
ら
い
経
っ
て
か
ら

芭
蕉
の
一
連
の
紀
行
文
も
読
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
、
以
降
、
俳
句
の
道
を
志
す
人
た

ち
は
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
読
み
、
芭
蕉

の
跡
を
た
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
〇
〇
年
、
室
町
時
代
に
選
定
さ
れ

た
近
江
八
景
が
江
戸
時
代
に
定
着
し
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
全
国
各
地
に
八
景
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
ま
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
「
日
本
三
景
」
は
、儒
学
者・

林
羅
山
の
息
子
、
林
春
斎
が
一
六
四
三
年

に
発
表
し
た
と
き
は
「
三
処
の
奇
観
」
と

い
っ
た
。
後
、
海
内
三
景
、
三
勝
景
と
言

わ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
五
十
年
後
に
「
日

本
三
景
」
に
定
着
し
た
。
三
景
は
、
島
ま

た
は
半
島
の
水
景
を
主
と
し
、
寺
社
を
配

し
た
風
景
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

一
六
九
〇
年
に
俳
人・大
淀
三み

ち千
風か

ぜ

が「
本

朝
十
二
景
」
を
選
ん
で
い
る
。
江
戸
時
代

後
半
と
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
「
歌
枕
」

の
よ
う
に
想
像
上
の
地
域
で
な
く
て
、
実

際
に
そ
の
地
を
訪
れ
て
、
旅
（
旅
行
）
の

対
象
地
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
が
、地
理
学
者・古
川
古こ

松し
ょ
う

軒け
ん

の
『
西

遊
雑
記
』『
東
遊
雑
記
』
で
あ
り
、
医
師
・

橘
南な

ん
け
い谿

の
『
東
西
遊
記
』、
画
家
・
谷
文ぶ

ん

晁ち
ょ
うの『

日
本
名
山
図
会
』で
あ
る
。
古
川
は
、

日
本
の
観
光
資
源
・
観
光
地
を
五
段
階
に

分
け
て
評
価
し
（
表
１
）、
橘
も
名
山
を

五
段
階
に
分
け
て
い
る
（
表
２
）。
谷
は
、

日
本
の
名
山
九
十
座
を
選
ん
で
い
る
。

明
治
時
代
～
現
代

明
治
時
代
に
な
る
と
、
日
本
国
内
を

自
由
に
往
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
出
版

物
や
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
戦
後
に
は
テ
レ
ビ

と
、
情
報
手
段
が
発
達
す
る
と
、
観
光
資

5 特集◉観光資源評価研究　「美しき日本　旅の風光」
特集1 観光資源、観光地の魅力評価の系譜——誰が評価してきたのか

表2  橘南谿が選ぶ日本の名山（1795年）

注：橘南谿『東西遊記１』平凡社197pより著者作成

大山、妙義山は未だ見ず　桜島山は景色無双なる
＊信濃　＊＊石鎚山

	 1	 富士山
	 2	 白山
	 3	 立山
	 4	 霧島山	 雲仙岳	 駒ヶ岳＊	鳥海山
	 	 月山	 岩城山	 岩鷲山
	 5	 彦山	 阿蘇山	 久住山	 姥ヶ岳
	 	 海門岳	 高峯＊＊	 恵那岳	 御嶽
	 	 伊吹山	 妙高山	 戸隠山	 地蔵岳
	 	 筑波山	 幸田山	 御駒ヶ岳

表1  古川古松軒の評価（1788年）
	 1	 日本第一	 富士山・田子浦及び清見ガ関・三保ガ崎
	2	 ４、５目下	 松島
	3	 松島の８、９目下	 坊の津の海辺　天の橋立
	4	 先ばかり劣らんか	 箱崎の海面・海の中道　須磨浦・明石より淡路島眺望
	5	 人びと好む所
	 	 勝劣を論ずべからず

和歌浦、厳島、象潟、住吉浦、桜島、佐賀の関、肥後玉島川、
虹ヶ浜の風景、門司ガ関、柳ガ関、赤間関、鳥海山、月山、
岩城山の雪景、雲州三保ガ関、弓の浜の海上、二見浦、
鞆の津より伊予路の詠め、琵琶湖の浦うら、淀、浜川の浦、
八幡、山崎、伏見の詠めより、長柄・難波津の景色

注1：彼は、「山で富士に越ゆるものなく、景においては松島にまさるものなし」という
注2：古川古松軒『東遊雑記』東洋文庫27（平凡社）245pより著者作成。

すべてに国名がついているが、わかりにくい地名のみに付記する

なが
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源
の
評
価
は
、
特
定
個
人
、
全
国
民
に
よ

る
投
票
、
専
門
機
関
あ
る
い
は
専
門
家
を

集
め
た
委
員
会
で
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
は

評
価
が
世
界
的
な
規
模
で
な
さ
れ
、
日
本

の
観
光
資
源
の
評
価
に
影
響
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

明
治
時
代
、
関
所
が
廃
止
さ
れ
、
大

井
川
な
ど
河
川
に
橋
が
架
け
ら
れ
、
人
の

往
来
が
自
由
に
な
っ
た
。
一
八
七
二
年（
明

治
五
年
）
に
、
わ
が
国
に
初
め
て
鉄
道
が

登
場
し
て
か
ら
、
国
鉄
、
民
鉄
が
急
ピ
ッ

チ
で
鉄
道
を
建
設
し
、
一
九
二
二
年
（
大

正
十
一
年
）
に
鉄
道
の
全
国
網
は
ほ
ぼ
完

成
す
る
。
そ
の
お
陰
で
、
こ
れ
ま
で
歌
枕

の
地
で
あ
っ
た
東
北
地
方
や
、
未
知
の
北

海
道
が
、
大
町
桂け

い
げ
つ月

ら
作
家
た
ち
に
よ
る

紀
行
文
で
紹
介
さ
れ
、
層
雲
峡
や
奥
入

瀬
渓
流
が
世
に
知
れ
わ
た
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
の
ウ

ェ
ス
ト
ン
や
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
の
ガ
ウ
ラ

ン
ド
（
ゴ
ー
ラ
ン
ド
）
ら
の
外
国
人
に
よ

る
山
岳
記
録
か
ら
影
響
を
受
け
た
地
理

学
者
・
志
賀
重し

げ
た
か昂

が
、
一
八
九
四
年
（
明

治
二
十
七
年
）に
著
し
た『
日
本
風
景
論
』

の
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
こ
の
書

で
は
こ
れ
ま
で
人
気
の
高
か
っ
た
、
温
和

な
優
し
い
日
本
三
景
的
な
景
観
を
否
定
し
、

信
仰
対
象
か
ら
登
山
対
象
に
山
岳
を
切

り
替
え
て
、
山
岳
の
よ
う
な
規
模
の
大
き

い
観
光
資
源
こ
そ
、
日
本
が
誇
る
も
の
だ

と
力
説
し
た
。

林
春
斎
、
志
賀
重
昂
の
よ
う
な
特
定

個
人
の
評
価
が
、
国
民
に
影
響
を
及
ぼ

す
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
く
が
、
戦
後
、

一
九
六
四
年
に
作
家
で
登
山
家
の
深
田
久

弥
が
選
ん
だ
「
日
本
百
名
山
」
は
今
日
で

も
、
多
く
の
人
の
登
山
選
定
の
バ
イ
ブ
ル

に
な
っ
て
い
る
。

国
民
の
投
票
に
よ
る
選
出
で
最
も
大

規
模
だ
っ
た
の
は
、
一
九
二
七
年
の
「
日

本
八
景
」
選
出
で
あ
る
。
は
が
き
に
よ

る
投
票
枚
数
は
九
千
七
百
万
枚
を
超
え

る
と
い
う
過
熱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
の
と
き
、
わ
ざ
わ
ざ
「
日
本
三
景
は
除

け
」
と
い
う
条
件
を
出
し
、「
富
士
山
は

別
格
で
選
定
の
対
象
に
し
な
い
」「
昭
和

の
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
れ
ま
で
の

個
人
の
一
部
の
趣
味
に
片
寄
っ
た
鑑
賞
で

定
め
ら
れ
て
い
る
日
本
人
の
風
景
観
を
改

め
る
」
と
い
う
名
目
で
あ
っ
た
。
日
本
三

景
は
、
新
し
い
昭
和
の
時
代
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
国
民
投
票
は
、
戦
後
も
た
び

た
び
行
わ
れ
た
が
、
影
響
が
あ
っ
た
の
は

一
九
五
〇
年
の
「
新
日
本
観
光
地
百
選
」

が
最
後
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
全
国
一
位

に
な
っ
た
蔵
王
山
が
脚
光
を
浴
び
、
観
光

地
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
か
ら
の
国
立
公
園
の
選
定

に
見
る
よ
う
に
、
専
門
家
を
集
め
て
審

議
し
て
全
国
の
中
か
ら
、
そ
の
基
準
に
合

6

っ
た
資
源
を
選
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
戦

後
に
、
国
が
文
化
財
保
護
法
（
一
九
五
〇

年
）
に
基
づ
い
て
、
国
宝
、
重
要
文
化
財
、

天
然
記
念
物
、
名
勝
、
史
跡
な
ど
を
選

定
し
た
。

同
種
の
も
の
は
戦
前
に
も
あ
っ
た
が
、

国
宝
な
ど
の
選
定
基
準
に
あ
い
ま
い
さ
が

表3  日本の世界遺産

資料：環境省・文化庁ホームページを基に公益財団法人日本交通公社にて作成

	 登録名称	 所在地	

	 1	 屋久島	 鹿児島県
	 2	 白神山地	 青森県・秋田県
	 3	 知床	 北海道
	 4	 小笠原諸島	 東京都
	 1	 法隆寺地域の仏教建造物	 奈良県
	 2	 姫路城	 兵庫県
	 3	 古都京都の文化財	 京都府・滋賀県
	 4	 白川郷・五箇山の合掌造り集落	 岐阜県・富山県
	 5	 原爆ドーム	 広島県
	 6	 厳島神社	 広島県
	 7	 古都奈良の文化財	 奈良県
	 8	 日光の社寺	 栃木県
	 9	 琉球王国のグスク及び関連遺産群	 沖縄県
	10	 紀伊山地の霊場と参詣道	 三重県・奈良県・和歌山県
	11	 石見銀山遺跡とその文化的景観	 島根県
	12	 平泉–仏国土（浄土）を表す建築・庭園
	 	 及び考古学的遺跡群	 岩手県

	13	 富士山–信仰の対象と芸術の源泉	 静岡県・山梨県
	14	 富岡製糸場と絹産業遺産群	 群馬県

登録年月

1993年12月
1993年12月
2005年7月
2011年6月
1993年12月
1993年12月
1994年12月
1995年12月
1996年12月
1996年12月
1998年12月
1999年12月
2000年12月
2004年7月
2007年6月

2011年6月

2013年6月
2014年6月

自然遺産

文化遺産

2014年6月現在
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あ
り
、
戦
後
に
見
直
し
を
図
っ
た
の
で
あ

る
。
選
定
の
目
的
は
貴
重
な
資
源
を
保

護
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
国
が
選
定
し

た
こ
と
で
権
威
づ
け
と
な
り
、
そ
の
地
を

旅
行
者
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
、
保
護

資
源
が
観
光
対
象
と
な
っ
て
い
く
。
町
並

み
な
ど
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
一
九
七
五
年
制
度
発
足
）も
同
様
で
あ
る
。

世
界
基
準
に
よ
る
日
本
の

観
光
資
源
評
価

情
報
が
世
界
中
に
伝
わ
る
よ
う
に
な

る
と
、
外
国
の
機
関
が　

日
本
の
資
源
を

評
価
し
た
り
、
世
界
規
模
の
評
価
の
中
に

日
本
の
資
源
が
選
定
さ
れ
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
は
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
観
光
地
の
選
定
と
ラ
ン
ク
付
け
を
、

自
国
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
始
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
に
広
げ
、
二
〇
〇
五
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
、
二
〇
〇
七
年
に
東
京
を
評
価

対
象
地
域
に
選
ん
だ
。
同
時
に
観
光
地
の

評
価
も
行
わ
れ
、
高
尾
山
が
三
ツ
星
に
な

り
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
外
国
人
が
訪
れ

る
地
に
も
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
強
い
権
威
付
け
と
な
っ
た
の
が
、

ユ
ネ
ス
コ
が
登
録
す
る
世
界
遺
産
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
の
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自

然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
（
世
界
遺

産
条
約
）
採
択
後
、
わ
が
国
は
二
十
年
も

経
っ
た
一
九
九
二
年
、
百
二
十
六
番
目
と

い
う
遅
い
批
准
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

は
、
世
界
遺
産
を
学
ぶ
大
学
の
学
科
が
新

設
さ
れ
た
り
、
世
界
遺
産
検
定
試
験
（
民

間
資
格
、
二
〇
〇
六
年
開
始
）
が
実
施
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
、
国
民
の
関
心
は
高
く

な
っ
て
い
る
。

海
外
旅
行
の
商
品
で
は
、
世
界
遺
産

が
何
カ
所
含
ま
れ
て
い
る
か
が
集
客
に
影

響
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
現
在
、

日
本
に
は
自
然
遺
産
が
四
カ
所
、
今
年
六

月
に
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

が
新
た
に
登
録
さ
れ
て
、
文
化
遺
産
が

十
四
カ
所
存
在
す
る
（
表
３
）。

客
観
的
評
価
へ
の

取
り
組
み
と

風
景
の
見
方・見
せ
方

評
価
を
客
観
化
す
る
手
法
を
求
め
て

筆
者
は
か
つ
て
観
光
資
源
評
価
の
客

観
化
に
取
り
組
ん
だ
。
風
景
の
見
方
、
評

価
は
主
観
に
よ
る
も
の
だ
と
い
つ
ま
で
も

言
っ
て
い
る
と
、
な
ぜ
八
郎
潟
は
潰
し
て

た
。ｙ
に
あ
た
る
外
的
基
準
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
専
門
家
と
言
わ
れ
る
人
十
五
名
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
作
成
し
、
ｘ
の
要
因

を
考
え
、
各
要
因
の
重
み
ａ
と
で
計
算
し

て
い
く
。
重
み
が
分
か
り
、
要
因
が
分
か

れ
ば
、ｙ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

湖
の
評
価
に
は
、
周
囲
の
景
観
、
透
明

度
、
接
近
性
の
三
要
因
で
評
価
で
き
る
こ

と
を
結
論
付
け
た
。

観
光
対
象
資
源
を
よ
り
よ
く
見
せ
る

観
光
対
象
と
な
る
資
源
を
よ
り
よ
く

見
せ
る
の
が
大
切
で
あ
る
の
に
、
来
訪
者

に
よ
り
近
く
で
よ
く
見
せ
よ
う
と
競
い
合

い
、
逆
に
観
光
関
連
の
宿
泊
施
設
や
飲
食

施
設
が
利
益
優
先
の
あ
ま
り
に
、
観
光
対

象
に
接
近
し
す
ぎ
て
本
来
の
評
価
を
低

め
て
い
る
例
が
多
い
。
そ
の
施
設
か
ら
風

景
の
対
象
が
美
し
く
見
え
て
も
、
他
の
施

設
か
ら
見
る
と
、
そ
の
施
設
が
前
景
に
入

っ
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く
の
対
象
資
源
の

景
観
を
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

観
光
対
象
周
辺
に
施
設
が
乱
立
す
る
と
、

世
の
人
は
「
あ
そ
こ
は
俗
化
し
た
」
と
か

「
観
光
化
し
す
ぎ
た
」
と
い
っ
て
、
本
来
の

価
値
へ
の
評
価
よ
り
も
低
く
め
て
し
ま
う
。

も
よ
く
て
、
尾
瀬
ヶ
原
は
駄
目
だ
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
で
は
、
他
の

観
光
資
源
は
ど
う
な
る
の
か
。
優
れ
た
観

光
対
象
と
な
る
資
源
を
保
護
す
る
た
め

に
も
、
あ
る
い
は
旅
行
者
の
誘
致
力
を
測

定
す
る
た
め
に
も
、
観
光
資
源
の
客
観
的

評
価
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い
た
。

筆
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て
観
光
資
源

を
客
観
的
に
評
価
す
る
手
法
を
考
察
し

た
か
。

誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
単
純

化
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
式
を
想
定
す
る
。

専
門
家
が
評
価
し
た
よ
う
に
、
い
く
つ

か
の
要
因
か
ら
観
光
資
源
が
評
価
で
き
な

い
か
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
研
究
で
あ
っ

7 特集◉観光資源評価研究　「美しき日本　旅の風光」
特集1 観光資源、観光地の魅力評価の系譜——誰が評価してきたのか

y＝b+a₁x₁+・・・・・+aｎxｎ
yは、専門家が評価した外的基準である。
xnはyを評価するいくつかの要因で、anは
各要因の重みである。bは定数項である。
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8

富
士
山
が
自
然
遺
産
の
登
録
で
は
無

理
だ
っ
た
の
で
、
文
化
遺
産
に
切
り
替
え

た
の
も
そ
う
し
た
例
で
あ
る
。

富
士
山
に
し
て
も
、
蔵
王
山
、
十
和
田

湖
に
し
て
も
、
自
然
資
源
が
都
道
府
県

の
境
界
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
県
間
の

競
争
に
な
っ
て
、
乱
開
発
が
生
じ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
地
域
は
国
立
公
園
、
国
定
公
園

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
国
が
一
体
的
、
総

合
的
な
整
備
や
開
発
を
す
る
の
が
合
理
的

で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
ど
の
地
点
で
観
光
資
源
を
見

せ
る
か
と
い
う
、
見
せ
方
の
問
題
も
重
要

で
あ
る
。
滝
で
あ
れ
ば
、
落
差
の
高
さ
一・

五
～
二
倍
の
距
離
を
滝
か
ら
と
り
、
滝
の

中
央
よ
り
や
や
下
部
に
観
瀑
台
が
あ
る

と
い
い
と
言
わ
れ
る
。
滝
つ
ぼ
で
は
水
量

の
す
ご
さ
は
感
じ
て
も
、
滝
の
全
体
像
が

分
か
ら
な
い
。
滝
の
上
流
部
を
見
せ
て
し

ま
う
と
幻
滅
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
や
イ
グ
ア

ス
の
滝
の
よ
う
に
、
も
の
す
ご
い
水
量
で

落
下
す
る
の
は
、
上
流
か
ら
見
て
も
迫
力

が
あ
る
。

十
和
田
湖
に
は
、
発は

っ

荷か

峠
や
御お

鼻は
な

部べ

山
な
ど
十
和
田
湖
を
見
る
眺
望
地
点
が

数
カ
所
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
風

景
が
味
わ
え
る
が
、
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う

に
見
せ
る
か
、
ど
の
眺
望
地
点
が
優
れ
て

い
る
か
は
、
地
元
で
旅
行
者
に
知
ら
せ
る

以
外
に
な
い
。

同
じ
よ
う
に
、
松
島
を
訪
れ
る
人
の
ほ

と
ん
ど
は
、
塩
釜
港
か
ら
松
島
海
岸
ま
で

船
の
遊
覧
で
松
島
を
観
賞
し
て
い
る
。
船

向
か
っ
て
歩
く
の
が
よ
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
上
流
部
に
向
か
っ
て
歩
く
と
、
川
の

流
れ
が
目
線
と
同
じ
高
さ
に
な
り
、
川
を

中
心
と
し
た
周
辺
の
渓
谷
の
風
景
が
よ
く

見
え
る
。
上
流
部
か
ら
歩
く
と
、
川
の
流

れ
に
押
さ
れ
る
よ
う
で
せ
わ
し
く
な
る
し
、

眼
前
に
川
は
な
く
、
川
の
方
が
低
く
な
り
、

上
の
旅
行
者
と
、
江
戸
時
代
か
ら
の
四
大

観
、
現
在
さ
ら
に
好
展
望
地
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
三
カ
所
か
ら
の
松
島
を
俯
瞰

し
た
旅
行
者
と
は
、
同
じ
松
島
の
風
景
を

見
た
と
い
っ
て
も
評
価
は
異
な
る
だ
ろ
う
。

筆
者
が
鳴
子
峡
と
奥
入
瀬
渓
流
を
訪

れ
て
、
渓
谷
は
、
下
流
部
か
ら
上
流
部
に

写真2  御神体「那智の滝」と夏・年末の2回張り替えられる注
し め

連縄/JTB Photo
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特集1 観光資源、観光地の魅力評価の系譜——誰が評価してきたのか

見
下
ろ
さ
な
い
と
駄
目
に
な
る
。
渓
谷
を

こ
う
し
た
見
せ
方
に
し
て
い
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。

自
然
資
源
と
人
文
資
源
と
の
関
係

最
後
に
観
光
対
象
資
源
の
評
価
の
際

に
留
意
す
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。
山
と
湖

は
一
体
的
に
評
価
す
る
と
そ
の
度
合
い
は

高
く
な
る
。
北
海
道
の
駒
ヶ
岳
と
大
沼
は
、

ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
駄
目
で
あ
る
。
富
士

五
湖
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湖
の
評
価
で
も
、
富

士
山
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
れ
だ
け
の
評
価

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

観
光
資
源
の
評
価
は
、
特
集
３
の
表
２

（
22
ペ
ー
ジ
）に
見
る
よ
う
に
、
普
通
は
自

然
資
源
と
人
文
資
源
と
に
分
け
る
が
、
自

然
資
源
に
人
文
資
源
的
要
素
が
入
っ
て
い

る
し
、
人
文
資
源
に
自
然
資
源
的
要
素

が
入
っ
て
い
る
点
を
考
慮
し
て
評
価
す
る

の
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
日
本
の
山
岳
は
、
明
治
期
に

入
る
ま
で
は
、
立
山
、
白
山
、
御お

ん
た
け
さ
ん

嶽
山
の

よ
う
に
信
仰
の
対
象
の
山
、
つ
ま
り
人
文

資
源
的
な
評
価
を
さ
れ
て
き
た
の
で
、
自

然
景
観
と
と
も
に
宗
教
対
象
の
山
で
あ

る
こ
と
を
評
価
に
加
え
る
。
那
智
の
滝
は
、

自
然
資
源
的
評
価
も
優
れ
る
が
、
さ
ら
に

滝
そ
の
も
の
が
御
神
体
で
あ
る
と
分
か
れ

ば
、
那
智
の
滝
の
奥
深
さ
が
理
解
で
き
よ

う
（
写
真
２
）

 

。

同
じ
よ
う
に
、
巨
岩
は
自
然
資
源
で

あ
る
が
、
巨
岩
が
神
の
磐い

わ
く
ら座

に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
、
人
文
資
源
的
要
素
を

加
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
と

呼
ば
れ
て
い
た
巨
岩
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の

聖
な
る
地
で
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
て
元
々

の
ウ
ル
ル
に
戻
さ
れ
た
。

そ
れ
は
一
般
人
に
は
、
世
界
で
二
番
目

に
大
き
い
単
一
岩
が
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
た

赤
い
岩
と
し
て
、
感
動
す
る
自
然
資
源
で

あ
る
が
、
昔
か
ら
そ
の
地
に
暮
ら
し
て
き

た
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
ウ
ル
ル
と
呼
び
、
神
聖

な
聖
地
で
あ
り
岩
に
登
る
な
ん
て
と
て
も

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
ア
ボ
リ

ジ
ニ
が
評
価
す
れ
ば
、
人
文
資
源
的
な
評

価
に
な
ろ
う
。

庭
園
は
人
文
資
源
に
入
っ
て
い
る
が
、

元
々
は
理
想
的
な
自
然
景
観
を
人
間
の
手

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
の
が
庭
園
で
あ
る

か
ら
、
庭
園
に
は
自
然
資
源
的
な
評
価
が

必
要
な
の
で
あ
る
。
庭
園
の
今
日
的
問
題

は
、
東
京
の
諸
庭
園
に
見
る
よ
う
に
、
周

辺
が
高
層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
て
、
こ
れ
ら
の

刊
行
し
て
ほ
し
い
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
評
価

は
、
利
用
者
か
ら
の
多
く
の
評
価
が
集
ま

り
、
再
審
査
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
か
ら

信
頼
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
観
光
資
源

の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
版
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
優
れ
た
資
源
を

守
っ
て
き
た
の
は
、
環
境
省
と
文
化
庁
で

あ
る
。
日
本
政
府
は
、
美
し
い
日
本
、
文

化
力
の
あ
る
日
本
を
創
造
す
る
た
め
に
も
、

両
省
庁
の
位
置
づ
け
を
も
っ
と
高
く
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。（

み
ぞ
お　

よ
し
た
か
）

［
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 ・
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尾
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観
光
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と
景
観
』（
古
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書
院
、二
〇一一
）

ビ
ル
群
に
圧
迫
さ
れ
て
庭
園
に
広
が
り
が

感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

京
都
な
ど
で
も
借
景
式
庭
園
の
背
後
の

自
然
が
開
発
さ
れ
た
り
、
背
後
に
ビ
ル
な

ど
の
人
工
物
が
入
り
こ
ん
だ
り
し
て
、
庭

園
本
来
の
価
値
が
減
じ
て
し
ま
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。

日
本
の
素
晴
ら
し
い

観
光
資
源
を
遺
す
た
め
に

今
回
、
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
発
行
し
た
『
美
し
き
日
本 

旅
の
風
光
』

は
、
日
本
全
体
の
優
れ
て
い
る
観
光
資
源

の
大
筋
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
こ
の
資
源

が
な
ぜ
入
っ
て
い
る
か
、
な
ぜ
あ
の
資
源

が
入
っ
て
い
な
い
か
と
疑
問
を
持
つ
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
あ
ろ
う
。
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
当
財
団
と
し
て
は
、
な
ぜ
こ

れ
ら
の
風
景
が
素
晴
ら
し
い
の
か
と
い
う

カ
ル
テ
を
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

全
都
道
府
県
か
ら
、
今
回
取
り
上
げ

た
対
象
と
同
等
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
の
も
の
が
あ
れ
ば
、
写
真
と
評
価
内

容
を
い
た
だ
い
て
再
検
討
す
る
。
そ
れ
ら

を
三
年
く
ら
い
か
け
て
、
日
本
の
優
れ
た

風
景
を
解
説
し
た
最
終
評
価
の
書
籍
を
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